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    取り扱いやすい土もの陶器 

強度向上等を図った伊賀焼素地とその釉薬 

技術分野分類  ５４０３：無機工学材料 

技術キーワード  （３）：セラミックス 

産 業 分 類  E-21：窯業・土石製品製造業 
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容 

 

概  要 

 

三重県伊賀地域の伝統産業である伊賀焼は、耐火度の高い粘土を原料とした粗

い石英粒が含まれる“土もの”と呼ばれる特徴ある陶器である。土もの陶器用

市販坏土（素地）の特徴をなるべく残したまま、素地の強度向上と吸水率を抑

制した伊賀焼素地を開発し、その素地に適合する釉薬の開発を行った。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

土もの陶器は、多孔質で吸水性が高いため、汚れや水漏れが発生しやすい欠点

があり、強度も低い。開発した素地は、伊賀焼の食器等に用いられている土も

の陶器用の市販坏土に焼結助剤として長石等を添加することにより、焼結性を

向上させることで、吸水率を抑制して、強度を向上した。 

本技術の 

有用性 

土もの陶器は、土の素朴な風合いと表面の粗さによる温かみが感じられること

から生活を豊かにする食器として愛用されている。日常生活において、土もの

陶器は磁器製品と比べて、汚れがつきやすく、強度も低いことから取り扱いに

注意が必要であるが、本技術により汚れがつきにくくなり、強度も向上するこ

とで、より扱いやすくすることが可能である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

市販坏土に釜戸長石 10%添加した例 

無貫入透明釉薬（酸化焼成）調合例 

適用可能製品 
土もの食器、花器用の素地と釉薬 
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坏土
焼成雰囲気
 (1225℃）

3点曲げ
強度(Mpa)

吸水率(%)

酸化焼成 17.2 6.9
還元焼成 17.2 4.4
酸化焼成 17.4 6.8
還元焼成 26.2 5.3

A土

B土

0.2 KNaO
0.55 CaO 0.3～0.4 Al2O3 3.5 SiO2

0.25 ZnO


